
1977年以前出上の木簡
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一
九
七
七
年
以
前
出
土
の
木
簡

（
一
九
）

み
ま
さ
か
こ
く

ふ

岡
山
・美
作
国
府
跡

所
在
地
　
　
　
岡
山
県
津
山
市
総
社

調
査
期
間
　
　
一
九
七

一
年

（昭
４６
）
四
月
１

一
九
七
二
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
岡
山
県
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
伊
藤
　
晃

・
泉
本
知
秀

・
井
上
　
弘

・
池
畑
耕

一

岡
田
　
博

５
　
遺
跡
の
種
類
官
衛
跡

（国
府
）

６
　
遺
跡
の
年
代

＞
　
　
　
　
　
八
世
紀
―
中
世

東

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

山津

　

の
概
要

醐
　

美
作
国
府
は
、
中
国
山
地
と

剤

吉
備
高
原
の
間
の
盆
地
帯
に
位

置
す
る
。
最
大
の
盆
地
は
津
山

盆
地
で
、
ほ
ぼ
中
央
部
の
吉
井
川
流
域
の
低
位
段
丘
上
に
総
社
宮
が
存
在
し
、

そ
の
周
辺

一
帯
が
美
作
国
府
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

美
作
回
は
、
『続
日
本
紀
』
和
銅
六
年

（七
三
こ

四
月
乙
未
条
に

「割
備
前

国
大
郡
、
始
置
美
作
国
。」
と
あ
り
、
備
前
国
よ
り
北
部
の
六
郡

（英
多
・
勝

田
・
苫
田
・
久
米
・
大
庭
・
真
島
）
を
割
い
て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

美
作
国
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
た
る
苫
田
郡
に
置
か
れ
た
国
府
に
つ
い
て
は
、
従

来
か
ら

「幸
畑
」
「北
幸
畑
」
「南
幸
畑
」
と
い
う
字
名
か
ら
、
台
地
西
側
の
丘

陵
に
位
置
す
る
総
社
宮
の
東
か
ら
北
側
の
畑
地
や
水
田

一
帯
に
存
在
す
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
総
社
宮
の
東
西
の
参
道
以
北
に
は
約
二
〇

〇
ｍ
四
方
の
安
定
し
た
平
坦
面
が
あ
り
、
政
庁
域
の
存
在
す
る
こ
と
が
近
年
の

発
掘
調
査
で
も
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

美
作
国
府
の
最
初
の
発
掘
調
査
は
、
中
国
縦
貫
自
動
車
道
の
建
設
に
伴
う
も

の
で
、
国
府
推
定
域
の
北
西
隅
、
「有
居
」
「馬
出
」
「後
田
」
の
字
名
の
残
る

水
田

・
畑
の

一
帝
が
そ
の
対
象
地
で
あ
っ
た
。
先
述
の
国
庁
域
か
ら
北
西
方
向

に
浅
い
谷
を
は
さ
ん
で
位
置
す
る
丘
陵
上
が
調
査
の
主
要
な
部
分
で
あ
っ
た
。

発
掘
調
査
の
進
展
に
伴
い
、
大
規
模
な
造
成
に
よ
っ
て
丘
陵
は
平
坦
に
均
さ
れ
、

浅
い
谷
は
整
地
さ
れ
た
様
子
が
随
所
で
観
察
さ
れ
た
。



奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
の
主
な
遺
構
と
し
て
は
、
丘
陵
部
で
は
掘
立

柱
建
物
六
棟
の
ほ
か
、
検
出
全
長
約

一
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
及
ぶ
東
西
方
向
の
築
地
状
遺

構
が
あ
る
。
さ
ら
に
丼
戸

・
土
坑

。
柱
穴
多
数
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
井
戸
は

三
基
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
井
戸
Ⅳ
は
井
戸
枠
や
井
筒
が
完
存
し

て
お
り
、
井
戸
側
の
上
面
や
井
筒
の
内
部
か
ら
は

「少
目
」
「秀
」
の
墨
書
土

器
、
刀
子

・
横
櫛

。
つ
る
べ
な
ど
の
ほ
か
に
斎
串
が
出
土
し
て
い
る
。
平
城
官

土
器
編
年
Ⅳ
Ｉ
Ｖ
期
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
実
な
丼
戸
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
の
お
も
な
遺
物
と
し
て
は
、
平
城
宮
六
三
二
五
型
式

の
軒
九
瓦
、
同
じ
く
六
六
三
三
型
式
の
軒
平
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

美
作
国
分
僧
寺

・
尼
寺
の
出
土
例
と
関
連
し
、
美
作
地
方
の
寺
院
跡
や
古
代
遺

跡
に
も
類
例
が
み
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
多
数
の
陶
硯
や
、
平
城
宮
土
器
編
年
Ⅱ
Ｉ
Ｖ
期
に
比
定
さ
れ
る

須
恵
器

・
土
師
器
の
出
土
が
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
文
字
資
料
と
し
て
は

「大
」
の
墨
書
土
器
が
あ
る
が
、
古
く
採
集
さ
れ
た
須
恵
器
高
杯
に

「厨
」
と

墨
書
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
近
の
発
掘
調
査
で
は

「苫
田
」
の
墨

書
土
器
も
み
ら
れ
る
。

今
回
紹
介
す
る
木
簡
は
、
井
戸
Ⅳ
の
南
西
約
六
五
ｍ
に
位
置
し
、
地
形
的
に

は
上
方
、
水
源
を
共
に
す
る
浅
い
谷
の
谷
頭
に
あ
た
る
地
点
で
検
出
さ
れ
た
井

戸
Ｉ
の
す
ぐ
そ
ば
で
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

井
戸
Ｉ
は
、
隅
柱
横
桟
式
の

一
辺
八
五
伽
の
方
形
の
井
戸
側
の
中
央
に
径
五

五
伽
の
割
り
抜
き
の
井
筒
を
埋
置
し
た
も
の
で
、
厚
い
粘
質
上
に
覆
わ
れ
て
い

た
た
め
良
好
な
保
存
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。
ω
は
こ
の
井
戸
側
の
東
辺
か
ら
約

三
〇
卿
離
れ
た
粘
土
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
上
位
置
か
ら
、
井
戸

に
関
わ
る
何
ら
か
の
祭
祀
、
あ
る
い
は
告
知
す
る
目
的
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
周
辺
か
ら
は
図
②
の
牛
の
鼻
輪

（鼻
繰
り
）
の

一
部
も
出
土
し
て
い
る
。

井
戸
側
内
か
ら
は
斎
串
の
破
片
の
ほ
か
に
図
①
の
墨
書
土
器

（土
師
器
）
が

出
土
し
、
か
す
か
に

「高
」
の
文
字
が
看
取
さ
れ
る
。
図
⑭
①
は
須
恵
器
蓋

・

杯
で
あ
る
。
平
城
宮
土
器
編
年
Ⅳ
Ｉ
Ｖ
期
に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
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1977年以前出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

　

「
ロ

ー ー

日

巴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｎ
膵
叉

博

巡

伽

ｏ
解

材
質
は
ス
ギ
あ
る
い
は
ヒ
ノ
キ
と
み
ら
れ
る
。
上
端
を
圭
頭
状
に
、
下
端
を

鋭
く
斎
串
の
よ
う
に
尖
ら
せ
て
い
る
。
上
端
に
は
斎
串
の
よ
う
な

一
対
の
切
り

込
み
は
な
い
。
三
な
い
し
四
文
字
の
墨
書
が
推
定
さ
れ
る
。　
一
番
上
の

一
文
字

は

「凪
」
あ
る
い
は

「風
」
の
よ
う
な
漢
字
が
考
え
ら
れ
る
が
、
前
者
は
国
字

で
あ
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
、
書
き
手
の
意
図
で
、
も
と
も
と
読
め
な
い

文
字
が
書
か
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

岡
山
県
教
育
委
員
会

「美
作
国
府
」
令
岡
山
県
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
六

十
中
国
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
三
十
』
　

一
九
七
四
年
）

津
山
郷
土
博
物
館

『美
作
国
府
』
展
示
図
録

（
一
九
九
五
年
）

（岡
田
　
博
）

木

簡

研

究

第

三

号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笹
山

晴
生

一
九
九
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
二
坪
　
東
大
寺
旧
境
内

（三
社
池
）
　

藤

原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
右
京
七
条
二
坊
　
山
田
道
跡
　
山
田
寺
跡
　
長
岡
京
跡

今
里
城
跡
　
鳥
羽
離
宮
跡
　
壬
生
寺
境
内
遺
跡
　
里
遺
跡
　
大
坂
城
跡
　
住
友

銅
吹
所
跡
　
山
之
内
遺
跡
　
勝
山
遺
跡
　
新
金
岡
更
池
遺
跡
　
豊
嶋
郡
条
里
遺

跡
　
五
反
島
遺
跡
　
上
小
名
田
遺
跡
　
士
口
田
南
遺
跡
　
明
石
城
武
家
屋
敷
跡

今
宿
丁
田
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
　
伊
賀
国
府
推
定
地
　
瀬
名
遺
跡
　
忍
城
跡
　
市

原
条
里
制
遺
跡
　
鉢
形
地
区
条
里
遺
跡
　
石
田
三
宅
遺
跡
　
斗
西
遺
跡
　
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
浄
水
寺
跡
　
上
荒
屋
敷
跡
　
田
中
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
緒

立
Ｃ
遣
跡
　
的
場
遺
跡
　
荒
田
目
条
星
制
遺
跡
　
柳
之
御
所
跡
　
矢
野
遺
跡

岡
山
城
二
之
丸
跡
　
草
戸
千
軒
町
遺
跡
　
長
登
銅
山
跡
　
東
山
崎

・
水
田
遺
跡

鴻
腹
館
跡
　
大
宰
府
跡
　
観
世
音
寺
跡
　
多
田
遺
跡
　
上
高
橋
高
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
三
）

飛
鳥
京
跡
　
県
立
明
日
香
養
護
学
校
遺
跡
　
大
坂
城
跡

下
曽
我
遺
跡
と
出
土
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
靖
民

香
川
県
長
福
寺
出
土
の
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館
野
　
和
己

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
古
代
の
食
料
品
貢
進
制
度
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
知
志

中
国
簡
贖
学
国
際
学
術
研
討
会
参
加
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
信

彙
報

頒
価
　
四
三
〇
〇
円
　
一Ｔ
六
〇
〇
円
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